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副議長・監査委員の選出

神
かん

戸
べ
 秀
ひで

典
のり

 副議長を選出
議会選出監査委員に 楊

よう
 隆
たか
子
こ
 議員

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
議
員
も
武
者
隊
に
参
加

し
、
五
月
晴
れ
の
中
、
予
想
以
上

の
人
出
に
驚
く
と
と
も
に
、
以
前

の
よ
う
な
賑
わ
い
が
ま
ち
に
戻
っ

て
き
た
兆
し
を
感
じ
た
次
第
で
す
。

「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」につ

い
て

　
昨
年
、
公
平
・
公
正
・
中
立
を

旨
と
し
つ
つ
、
時
代
に
即
し
た
効

率
的
な
議
会
運
営
に
向
け
て
、「
シ

ン
・
ギ
カ
イ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

掲
げ
る
内
容
の
ご
あ
い
さ
つ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
際
に
、

カ
タ
カ
ナ
の
「
シ
ン
」
を
パ
ソ
コ

ン
等
で
漢
字
に
変
換
し
よ
う
と
す

る
と
、
新
、
進
、
信
、
親
、
と
複

数
の
候
補
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
シ
ン
」
に
つ
い
て
昨
年

度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
議
会
改

革
検
討
委
員
会
の
設
置
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
の
決
定
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
議
場
見
学
会

等
、
多
く
の
事
柄
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　 　

議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
は
議

員
定
数
の
在
り
方
や
、
効
率
的
な

議
会
運
営
、
委
員
会
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
の
導
入
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
９
月
に
導
入
予
定
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
り
、
業
務

の
効
率
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
等
が
進
む
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

議
場
見
学
会

　
議
場
見
学
会
に
つ
い
て
は
、
小

学
生
が
議
会
の
説
明
や
議
員
と
の

質
疑
応
答
を
通
し
て
、
議
会
に
親

し
み
を
抱
い
て
も
ら
う
契
機
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
見
学
を
き
っ
か

け
に
議
会
や
選
挙
、
市
政
へ
の
関

心
を
、
よ
り
高
め
て
い
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
小
田
原
の
未
来
の
姿
を
見
据
え
、

変
化
を
恐
れ
ず
に
柔
軟
な
発
想
で

議
論
を
尽
く
し
、
よ
り
良
い
方
向

へ
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
決
意

の
一
端
を
申
し
上
げ
、
正
副
議
長

か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
お
よ
び
経
営
に
係
る
事
業

の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
を
監
査
す
る
た
め
、
本
市

に
は
３
名
の
監
査
委
員
が
お
り
、

そ
の
う
ち
の
１
名
を
市
議
会
議

員
か
ら
選
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
、
楊
隆
子
議
員

が
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と

し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
だ
よ
り
は
自
治
会
を

通
し
て
の
配
布
の
ほ
か
、
公
共

施
設
等
へ
の
配
置
も
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
掲
載（
平

成
28
年
２
月
号
以
降
）
し
て
お

り
ま
す
。
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
小
田
原
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
蔓
延
か
ら
約
２
年
半
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
中
、
終
息
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
も
の
の
、
一
時
期
に
比
べ
て
、

感
染
の
状
況
は
落
ち
着
い
て
き
て

い
た
こ
と
を
受
け
、５
月
に
は「
北

條
五
代
祭
り
」
が
「
北
條
五
代
　

歴
史
と
文
化
の
祝
典
」
と
し
て
３

大川　裕
第64代 議長

神戸　秀典
第74代 副議長

楊　隆子
監査委員

議
会
選
出
監
査
委
員

  

正
副
議
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

「
シ
ン
・
ギ
カ
イ
」
２
年
目
を
迎
え
て

　５月24日に開催された５月臨時会では、副議長の選挙、議会選出監査委員の選任のほか、
常任委員の選任など、議会活動を行う上で必要な事項を決定しました。
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５月臨時会の概要等

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　所
管
事
務
調
査
報
告
書

（
地
域
経
済
振
興
施
策
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（要
旨
）

　
令
和
３
年
12
月
に
行
わ
れ
た
小
田
原
市
議
会
と
小
田
原
箱
根
商
工
会

議
所
と
の
懇
談
会
に
お
い
て
、「
地
域
経
済
を
循
環
さ
せ
る
取
組
を
官
民

で
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
地
域
経
済
振
興
施
策
に
つ
い
て
」
を
調
査
テ
ー
マ
に
、
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
調
査
に
当
た
っ
て
は
市
内
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
、
市
執
行
部
の
関

係
所
管
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
市
内
事
業
者
が
抱
え
て
い
る

課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
、
公
益
社
団
法
人

小
田
原
青
年
会
議
所
か
ら
参
考
人
を
招
致
し
、
事
業
者
か
ら
見
た
市
内

経
済
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
お
よ
び
意
見
の
聴
取
を
行
っ
た
。

　
こ
う
し
た
調
査
を
経
て
、
地
域
経
済
振
興
に
対
し
、
特
に
重
要
と
考

え
る
事
項
を
、
①
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
、
②
地
域
資
源
活

用
の
促
進
、
③
市
民
の
意
識
改
革
、
④
地
域
経
済
循
環
の
４
つ
の
視
点

に
ま
と
め
た
。

　
市
内
事
業
者
の
支
援
や
、
地
域
経
済
の
振
興
を
着
実
に
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
市
民
、
行
政
、
事
業
者
、
関
係
団
体
等
、
関
係
各
所
が
自

身
の
役
割
を
理
解
し
、
互
い
に
地
域
経
済
振
興
に
向
け
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
地
域
経
済
の
経
営
方
針
を
定
め
る
地
域

経
済
振
興
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
別
に
、
市
と
し
て
の
基
本
的
な
考
え
方

を
整
理
し
、
認
識
を
共
有
す
る
た
め
の
理
念
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
地
域
経
済
振
興
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
、
こ
の
条

例
の
制
定
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

会 　 派 　 名
議　　員　　構　　成

控室電話番号
代表者 構　成　員

日 本 共 産 党 田中　利恵子 横田　英司、岩田　泰明 33-1789
公 　 明 　 党 奥山　孝二郎 楊　　隆子、荒井　信一、金崎　　達 33-1786

誠 風 加 藤　仁 司 大川　　裕、井上　昌彦、篠原　　弘
鈴木　和宏、宮原　元紀 33-1782・1783

志 民・ 維 新 の 会 安 野 裕 子 武松　　忠、鈴木　美伸、杉山　三郎
鈴木　敦子、小谷 英次郎 33-1780・1785

緑 風 会 鈴 木 紀 雄 木村 正彦、川久保 昌彦、角田 真美 33-1787
誠 新 俵　　鋼太郎 神戸 秀典、清水 隆男、池田 彩乃 33-1781

※ 小田原市議会における「会派」とは、所属政党や主義、主張等を同じくする議員のグループ（３名以上）
のことをいいます。

会派の構成が次のとおり変わりました。（代表者以外は、当選回数順）（令和４年５月18日現在）

会 派 の 構 成

そ
の
他
の
議
案
等
は

こ
ち
ら
か
ら
。

小
田
原
市
新
病
院
建
設
調
査

特
別
委
員
会
中
間
報
告
書

　
　
　
　
　（要
旨
）
　
　

　
新
病
院
建
設
事
業
は
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
け
る
小
田
原
市
新

病
院
建
設
事
業
者
選
定
委
員
会
の
公

正
な
る
審
査
を
経
て
、
株
式
会
社
竹

中
工
務
店
横
浜
支
店
お
よ
び
株
式
会

社
内
藤
建
築
事
務
所
東
京
事
務
所
と

「
小
田
原
市
新
病
院
建
設
事
業
に
係

る
基
本
協
定
」
お
よ
び
「
小
田
原
市

新
病
院
建
設
事
業
基
本
・
実
施
設
計

業
務
委
託
契
約
」
が
締
結
さ
れ
、
新

病
院
の
建
設
体
制
の
礎
が
築
か
れ
る

に
至
っ
た
。

　
今
後
、
令
和
８
年
春
頃
の
開
院
に

向
け
て
事
業
が
進
め
ら
れ
る
が
、
急

激
な
物
価
変
動
に
よ
る
上
限
契
約
金

額
へ
の
影
響
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
に
対
し
て
、
次
世
代
へ
の
負
担
や

公
平
性
・
透
明
性
等
の
観
点
を
踏
ま

え
て
、
当
該
事
業
者
と
の
協
議
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
求
め
る
。

　現
在
、
引
き
続
き
建
設
経
済
常
任
委
員
会
に
お
い
て
条
例
の
制
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
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常任委員会等の構成

神
かん

戸
べ

秀
ひで

典
のり

（誠新）
鈴
すず

木
き

紀
のり

雄
お

（緑風会）

　本会議で審議される議案等は、テーマが多岐にわたるため、効率的な議事運営のために、
分野ごとに常任委員会を設置し、詳細な審査を行っております。
　本市議会では４つの常任委員会を設置しており、議員は議会広報広聴常任委員会を除く
常任委員会のうち、いずれか一つの常任委員会に所属しています。
　５月臨時会で、新たな委員構成になりましたので、ご紹介いたします。

常任委員会の構成（委員の並び順は議席番号順）

加
か

藤
とう

仁
ひと

司
し

（誠風）

委員長

鈴
すず

木
き

美
よし

伸
のぶ

（志民・維新の会）

楊
よう

隆
たか

子
こ

（公明党）

荒
あら

井
い

信
のぶ

一
かず

（公明党）

副委員長

池
いけ

田
だ

彩
あや

乃
の

（誠新）

鈴
すず

木
き

敦
あつ

子
こ

（志民・維新の会）
鈴
すず

木
き

和
かず

宏
ひろ

（誠風）

岩
いわ

田
た

泰
やす

明
あき

（日本共産党）

総　務
常任委員会

議会事務局、企画部、総務
部、市民部、防災部、環境
部、消防本部および監査事
務局の所管に属する事項な
らびに他の委員会の所管に
属しない事項

清
し

水
みず

隆
たか

男
お

（誠新）
井
いの

上
うえ

昌
まさ

彦
ひこ

（誠風）

篠
しの

原
はら

弘
ひろし

（誠風）

委員長

角
つの

田
だ

真
ま

美
み

（緑風会）

副委員長

安
やす

野
の

裕
ゆう

子
こ

（志民・維新の会）

武
たけ

松
まつ

忠
ただし

（志民・維新の会）

川
かわ

久
く

保
ぼ

昌
まさ

彦
ひこ

（緑風会）

田
た

中
なか

利
り

恵
え

子
こ

（日本共産党）

厚生文教
常任委員会

文化部、福祉健康部、子ど
も青少年部、市立病院およ
び教育委員会の所管に属す
る事項
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常任委員会等の構成

小田原市
新病院建設調査
特別委員会
新病院の建設・調査に
関する事項

議会運営
委員会

議会の運営や議長の
諮問に関する事項

議会広報広聴
常任委員会

議会の広報および広聴に
関する事項

建設経済
常任委員会

公営事業部、経済部、都市
部、建設部、上下水道局お
よび農業委員会事務局の所
管に属する事項

宮
みや

原
はら

元
げん

紀
き

（誠風）

委員長

杉
すぎ

山
やま

三
さぶ

郎
ろう

（志民・維新の会）
金
かな

崎
ざき

達
とおる

（公明党）

副委員長

大
おお

川
かわ

裕
ゆたか

（誠風）

木
き

村
むら

正
まさ

彦
ひこ

（緑風会）
小
こ

谷
だに

英
えい

次
じ

郎
ろう

（志民・維新の会）
奧
おく

山
やま

孝
こう

二
じ

郎
ろう

（公明党）
横
よこ

田
た

英
えい

司
じ

（日本共産党）

委員長 池田　彩乃（誠新）

角田　真美（緑風会）
宮原　元紀（誠風）
小谷　英次郎（志民・維新の会）

副委員長 鈴木　敦子（志民・維新の会）

荒井 信一（公明党）
井上　昌彦（誠風）
岩田　泰明（日本共産党）

委員長 鈴木　和宏（誠風）

鈴木　敦子（志民・維新の会）
金崎　達（公明党）
武松　忠（志民・維新の会）

副委員長 清水　隆男（誠新）

川久保　昌彦（緑風会）
篠原　弘（誠風）
田中　利恵子（日本共産党）

委員長 鈴木 和宏（誠風）

金崎　達（公明党）
杉山 三郎（志民・維新の会）
横田　英司（日本共産党）

副委員長 川久保 昌彦（緑風会）

宮原 元紀（誠風）
小谷　英次郎（志民・維新の会）
清水　隆男（誠新）

その他の委員会の構成（委員の並び順は議席番号順）
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６月定例会の議案

的
に
は
職
員
に
よ
り
、
画
像 

デ
ー
タ
の
整
備
を
続
け
、
さ
ら

な
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
充
実
を
図

る
ほ
か
、こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を

随
時
追
加
し
、
魅
力
あ
る
デ
ジ

タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し
て
い

き
た
い
。

　
著
作
権
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
伺
う
。

　
今
回
の
事
業
で
作
成
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の
著
作

権
は
、
全
て
市
に
帰
属
す
る
こ

と
に
な
る
。
美
術
品
等
、
資
料

そ
の
も
の
に
著
作
権
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
目
録
お
よ
び

画
像
デ
ー
タ
の
整
備
は
す
る
も

の
の
、
ま
ず
は
目
録
デ
ー
タ
の

み
公
開
し
、
画
像
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
、
権
利
者
の
承
諾
が
得

ら
れ
た
も
の
か
ら
順
次
公
開
す

る
予
定
で
あ

る
。 問答 ６

月
定
例
会
で
は
令
和
４
年
度
補
正
予
算
・
条
例
議
案
等
を
可
決
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
の
、
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
創
設
事
業
、
美
食
の
ま
ち
小
田
原
推
進
事
業
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
郷
土
文
化
館
所
蔵
資
料
を
は

じ
め
と
し
た
市
が
有
す
る
歴
史

的
・
文
化
的
資
料
の
高
精
細
デ

ジ
タ
ル
レ
プ
リ
カ
等
を
作
成
し
、

小
田
原
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
広
く
公
開
し
、
歴
史
、
文

化
に
触
れ
る
機
会
・
場
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
生
涯
学

習
活
動
に
資
す
る
と
と
も
に
、

歴
史
と
文
化
の
次
世
代
継
承
や

学
校
教
育
・
観
光
振
興
に
つ
な

げ
る
。

　
予
算
の
主
な
内
訳
に
つ

い
て
伺
う
。

　
予
算
に
つ
い
て
は
委
託

料
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

膨
大
な
資
料
を
整
理
し
、
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築

に
約
３
分
の
２
を
、
資
料
を
よ

り
魅
力
的
に
見
せ
る
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
構
築
に
約
３
分
の
１
を

充
て
る
予
定
で
あ
る
ほ
か
、
デ

ジ
タ
ル
画
像
撮
影
の
た
め
の
機

材
購
入
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　　
令
和
５
年
度
以
降
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
以
降
は
、

シ
ス
テ
ム
の
使
用
料
お
よ

び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
係
る
経

費
や
回
線
使
用
料
等
、
年
額
２

０
０
万
円
余
り
を
想
定
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
以
降
は
基
本

問答問答

　
本
事
業
は
、
食
材
や
食
文
化

な
ど
、
本
市
の
豊
か
な
地
域
資

源
を
最
大
限
活
用
し
、「
美
食
の

ま
ち
小
田
原
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

市
内
外
に
定
着
さ
せ
、
観
光
誘

客
等
を
図
る
と
と
も
に
、
小
田

原
の
食
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

飲
食
事
業
の
起
業
へ
も
つ
な
げ

る
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
４
年
度
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
審
査
に
よ
り
支
援
事
業
者

を
選
定
す
る
と
と
も
に
、「
美
食

の
ま
ち
小
田
原
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
法
を

決
定
す
る
。

　
当
初
予
算
で
予
定
し
て
い
る

関
連
団
体
等
と
の
連
携
強
化
や
、

商
品
開
発
、
販
路
拡
大
の
支
援

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に

加
え
、
今
補
正
予
算
で
は
、
情

報
発
信
体
制
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
場
調
査
を
実
施

す
る
。

補
正
予
算

一
般
会
計 

１
億
５
９
３
２
万
円

補
正
予
算
　
一
般
会
計 

１
９
５
０
万
円

デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
創
設
事
業

美
食
の
ま
ち
小
田
原
推
進
事
業

６
月
定
例
会
の
議
案
か
ら

スケジュール

詳細な資料は
こちら

詳細な資料は
こちら

今年度のスケジュール
項　目 令和４年 令和５年

５月 6月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
コンセプト
骨子検討
⑴支援事業者選定

⑵事業推進支援

⑶ 事業推進体制の
構築

⑷市場調査

令和４年
７月

指名委員会開催、プロポー
ザル審査委員会開催（〜８月）
公募開始

８月 プロポーザル審査委員会に
て契約業者選定

９月 契約締結、業務開始
令和５年
３月 業務完了

４月 デジタルミュージアム
オープン

議
案
関
連
質
疑

・本市の現状整理
・他地域事例研究

（仮称）美食のまち
推進協議会設置

事業者選定

事 業 推 進 支 援

市 場 調 査

推 進 協 議 会 の 開 催

美食のまちづくり 推進プロデューサーの登用
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６月定例会の賛否一覧・陳情の採決結果等

　豊かな学びの実現・教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための令
和５年度政府予算に係る意見書（要旨）

１　�小学校の35人学級を計画的に進め、中学校・高等学校での引き下げを早急に実施すること。また、
さらなる少人数学級について検討すること。

２　�専門性の高い教科指導を行い教育の質の向上を図るとともに、教員の持ちコマ数軽減等による働き
方改革推進のために、教科担任制の配置増によるなど教職員定数改善を推進すること。

３　�要保護・準要保護加配の基準を緩和し、年度当初から事務職員を配置すること。また、年度途中に
要件を満たした場合も、確実に配置すること。

４　�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度
の負担割合を引き上げること。

次の意見書を国等に提出しました

令和４年６月定例会　賛否一覧
会　派　名

議
決
結
果

日本共産党 公明党 誠　　風 志民・維新の会 緑風会 誠　　新
番　　　号 23 24 25 5 6 15 16 7 8 9 10 19 20 1 2 11 12 21 22 3 4 13 14 17 18 26 27

議　員　名

横

田

英

司

田

　中

　利
恵
子

岩

田

泰

明

荒

井

信

一

金

崎

　
達

奥

　山

　孝
二
郎

楊

　
隆

子

宮

原

元

紀

篠

原

　
弘

大

川

　
裕

鈴

木

和

宏

井

上

昌

彦

加

藤

仁

司

安

野

裕

子

鈴

木

敦

子

鈴

木

美

伸

杉

山

三

郎

武

松

　
忠

小

　谷

　英
次
郎

川
久
保

　昌

　彦

角

田

真

美

鈴

木

紀

雄

木

村

正

彦

神

戸

秀

典

池

田

彩

乃

清

水

隆

男

俵

　
　
　鋼
太
郎

議案第４５号　小田原市立病院の診療報酬等
に関する条例の一部を改正する条例

可
決×××○○○○○○

※

○○○○○○○○○○○○○○○○○

意見書案第１号　豊かな学びの実現・教職
員定数改善及び義務教育費国庫負担制度負
担率の引き上げをはかるための令和５年度
政府予算に係る意見書

可
決○○○○○○○×○ ×××○○○○×○○×○○××○○

※　議長は採決に加わりません。� ○：賛成　　×：反対

◦下段に記載の陳情を除く全11件のうち、賛否が分かれた議案のみを掲載しています。
◦全議案および陳情の賛否については、ホームページでご覧になれます。

賛否一覧

陳情の採決結果
件　　　　　　　　　名 結　果

選挙公報の発行・配布方法の見直しを求める陳情 不採択

豊かな学びの実現・教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度負担率の引き上げをはかるため
の、2023年度政府予算に係る意見書採択の陳情 採　択

幹線道路沿いの建造物等の屋根への構造物等設置を規制することを求める陳情 不採択

社会福祉法人ゆりかご園（小田原市）におけるゆりかご会館等建替え計画に関する陳情書 不採択

小田原市個人情報保護条例の見直しに関する陳情書 不採択
◦陳情の全文については、ホームページでご覧いただけます。

陳情一覧

全文は
こちら→
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常任委員会の審査概要

厚生文教常任委員会

建設経済常任委員会

　ビッグデータの取得は、個人情報を含ま
ないとされているが、どのような情報を、

どういった手段で収集するのか伺う。
　市内観光スポット20箇所程度にビーコン
を設置し、来訪者のスマートフォンの

Wi-Fiやbluetooth検知により、データを収
集する。収集するデータについては、スマート
フォンユーザーの過去の動向から類推された性
別や年代に加え、滞在時間、周遊ルートなどの
データを想定している。

問

答

　業種ごとに、ＤＸの推進は異なってくる
と思うが、どう推進していくのか伺う。
　講習会では実際の取り組みを事例として
紹介していく。また、事業者診断に当たっ

ては、事業者の求めるＤＸ化に合った専門家を
選定し支援していく。

問
答

　新たな誘客とビッグデータ取得のため、観光の
デジタル化・ＩＣＴ化を推進する。来訪者の動向
を把握し、今後の観光振興やマーケテイングに活
用する。その他、デジタルサイネージ等を活用し
た情報発信、ｅスポーツ（P13に用語解説あり）に
着目した新たなコンテンツ造成を進め、既存のイ
ベントと連携しながら、地域経済活性化を目指す。

　市内事業者の生産性向上により、地域経済が活
性化するよう、小田原箱根商工会議所が実施する
次の事業を支援する。
①�ＤＸ化の目的や定義などの基礎知識、中小企業
の取り組みの実例を学ぶ講習会の開催
②�ＤＸ化に関心を寄せ、導入の検討意欲が高い事
業所への専門家派遣による事業者診断

観光のデジタル化・ＩＣＴ化の促進
ビッグデータ活用による地域経済活性化

事業者のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
推進に向けた普及啓発と導入支援

【補正予算】 【補正予算】

　２市８町の住民に対しても、紹介状なし
の初診料が高くなることや、緊急でやむを

得ない場合は例外となることについて、事前に
周知をすべきと考えるが市の考えを伺う。

　条例の公布後、速やかにホームページや
院内掲示で案内をするほか、当圏域にお住

まいの方々に向けて各市町の広報誌や地域タウ
ン誌を利用するなどして広く周知を図っていく。

問

答

　診療報酬改定において、①「他の医療機関等か
らの紹介状なしに一定規模の病院について受けた
初診時」、②「当該病院が他の医療機関に文書に
て紹介を行う旨の申出を行ったにもかかわらず当
該病院について受けた再診時」に患者から徴収す
べき選定療養に係る定額負担の基準額が引き上げ
られたため、市立病院の初診時選定療養費および
再診時選定療養費の額を改正する。

小田原市立病院の診療報酬等に関する
条例の一部を改正する条例

【条例】

「こんな報告もありました」
●小田原地下街の運営方式の検討状況
●空家等実態調査の結果　　　　　　　　　　　など

　小田原市独自の事業として新型コロナウ
イルス感染症対応地方創生臨時交付金を物

価高騰による保育所等給食・学校給食費の経済
支援に充てるという考えに至った理由を伺う。

　国全体の経済対策の中で、生活者支援に
係るものとして、保護者に対して負担額を

増やさないという市としてのメッセージを早く
発信するため補正予算を計上した。

問

答

　コロナ禍の影響等により、市内の保育施設や公立小
中学校で提供される給食の材料費が高騰しており、給
食費の保護者負担額が増加することが懸念される。こ
のため、給食材料費の物価高騰相当分を民間保育所等
へ補助するほか、公立の保育所、小中学校の給食材料
費の不足額を補填することにより、保護者負担額を増
加させずに、安定した給食の提供体制を維持する。

コロナ禍における物価高騰対策事業
（保育所等給食・学校給食費）

【補正予算】

「こんな報告もありました」
●小田原市子どもの生活実態調査結果　　　　　など
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常任委員会の審査概要

厚生文教常任委員会

　市民の方の窓口滞在時間も短縮され、ま
た、窓口職員の負担も軽減されるというこ

とでよいか。
　今回の住民異動受付支援システム導入に
対しての効果は、記入負担の軽減、窓口滞

在時間の短縮の２点である。
また、住民異動受付支援システムの導入によ
り、これまで職員側にかかっていた負荷も一定
量軽減されると見込んでいる。

問

答

　河川氾濫予測災害感知システム等の具体
的な設置場所と設置数について伺う。
　設置場所は、現在、道水路の管理者等と
調整中のため未定である。設置数は、現地

での調査を進める中で、できるだけ効果的な場
所に設置するため今後変更の可能性もあるが、
予算上では危機管理型水位計を10カ所、土砂災
害発生検知センサーを15カ所、海岸監視カメラ
を２カ所で積算している。

問
答

　住民異動受付支援システムの導入により、窓口
で住民異動届出書を記入せずに手続をできるよう
にし、市民等の利便性の向上を図る。

　河川等に設置したセンサーから得た情報や、市
民通報を活用し、災害発生の危険性を早期に把�
握・集約するとともに、市民が災害情報を入手で
き、安全安心に暮らせる社会を構築する。

住民異動受付支援システム導入事業

河川氾濫予測災害感知システム等構築

【補正予算】

　市はＨＰＶワクチンを自費で任意接種を
行った方の把握はできているのか。
　市は任意接種を行った方の情報を有して
いないため、償還払いは本人からの申請と

なるが、公費による接種をしていない方として
制度のお知らせが届くため、制度の周知はでき
ると考えている。

問
答

　子宮頸がん予防のためのＨＰＶワクチンは積極
的勧奨の差し控えにより接種機会を逃した人に対
して、時限的に従来の定期接種の対象年齢を超え
て接種を行うキャッチアップ接種を実施し、公平
な接種機会を確保する。対象者のうち、公費によ
る３回の接種が完了していない者に対して本事業
を周知し、ＨＰＶワクチン接種を実施する。また
令和４年３月31日以前に自費による任意接種を
行った人に対し、その費用の一部または全部を助
成する償還払いを実施する。

予防接種事業
ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種

【補正予算】【補正予算】

「こんな報告もありました」
●移住促進に係る新たな取り組み
●市民会館跡地等活用計画の検討状況　　　　　など

総務常任委員会
【運用イメージ】

※1� OCR（Optical�Character�Recognition/Reader、オーシーアール、
光学的文字認識）　印刷された文字をスキャナで読みとることで、デジ
タル文字に変換する技術

※2� QRコード（Quick�Responseコード）　平面のドット模様で約2600文
字数のデータを格納できる

「QRコード」は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です

スキャンした文字情報を元にシステ
ムで住民異動届出書等を作成

スキャナーでOCR（※1）処理を実施

窓口利用者が持参した転出証明書等

QRコードから取得した文字情報を
元にシステムで届出書を作成

入力後に表示されるQRコード（※2）を
窓口設置のQRコードリーダにかざす

窓口利用者所有のスマートフォン
から事前に届出内容を入力
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一般
質問

　６月定例会では、19人の議員が
一般質問を行い、市政に対する疑
問点や将来の展望などについて、
市長等の考え方を確認しました。
　ここではその一部を紹介します。

≪質問一覧はＨＰで確認できます≫

　本市では、各種市民団体や個人等により平
和を求める市民活動が行われている。平和な

未来を創っていくためには市民との連携がとても
重要であるが、市はこれら市民団体等の活動をど
の程度把握しているのか伺う。またこれまでの関
わり方、今後の連携の考え方について伺う。

　平和に関する市民団体により、北條ポケッ
トパークでの宣伝活動、平和行進、マラソン

などを通じ、核兵器の廃絶や世界平和を訴える活
動が、これまで継続的に行われていると認識して
いる。コロナ禍で見合わせている活動もあるが、
こうした活動と連携し、市役所での出迎え、市長
メッセージの手渡しなどを行っている。平和の大
切さへの意識を高めていくためには、このような
市民団体の活動は重要であり、今後も連携を進め
ていく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦小田原駅西口地区における再開発
◦学校教育の充実

　水害による病院等の浸水被害が数多く報道
されている。浸水により受変電設備や高度医

療機器等が被害を受けた場合、復旧には多くの時
間と経費を要する。浸水対策として、盛り土等に
より地盤面を高くすることや高台への移転もある
が、これらも多くの時間や経費を要し容易ではない。
　本市の高潮浸水想定区域内にある病院数はいく
つか。また屋上への受変電設備等設置に際し高度
地区の適用を緩和すべきと考えるが見解を伺う。

　現在の高潮の想定は、我が国の既往最大規
模の台風が本市に最接近したと仮定した場合

を想定したものである。その高潮浸水想定区域に
病院は５施設あるが、高度地区の適用を緩和する
規定は設けていない。高潮による浸水対策につい
ては、課題認識を持って、都市機能の維持のため、
さまざまな角度から研究していく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦久野地区地区計画
◦小田原大海嘯から120年を迎えて

医療機関の設備等の浸水対策
屋上への設置に高度地区の適用緩和を

　武松　　忠

　公共工事では最低制限価格付近での落札が
多いようだが、令和４年５月20日に閣議決定

された国の指針ではダンピング受注の防止を図る
観点から、最低制限価格は適切な水準で設定する
こととされている。そこで本市の最低制限価格の
設定方法と引き上げの対応、近年における落札率
を伺う。

　本市では国が公表している低入札価格調査
基準に係るモデルに基づき、工事執行におけ

る最低制限価格の算出方法を定めており、当該モ
デルが本年３月に見直しされたことから、本市に
おいても４月１日以降に入札を行う案件は、最低
制限価格の算出方法を変更したところである。な
お本市の工事執行における落札率については、過
去３年の平均で概ね90パーセントとなっている。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦行政改革の推進と広域連携
◦「世界が憧れるまち“小田原”」の実行性

地域経済の好循環につながる公共工事
最低制限価格の在り方を問う

　杉山　三郎

平和都市宣言を活かす取り組み
市民活動との連携は

　清水　隆男
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　令和２年度に行われた市庁舎内アートツ
アーや市所蔵の美術作品展は好評であった。

本市としては美術館機能が不足し、収蔵庫の設置
も困難な状況であるので、市所蔵の美術作品につ
いては、市庁舎内や市の関連施設のスペースを活
用し展示する等、有効活用を検討すべきと考える
が、見解を伺う。

　令和３年度策定の「小田原ならではの文化
によるまちづくり基本計画」では、目標の一

つに「文化と触れあう機会をつくる」を掲げ、日
常の暮らしに文化が息づく魅力あるまちを目指し
ている。
　今後、市庁舎や他の公共施設の空きスペースを
活用し、市民活動団体の協力もいただきながら、
できるところから展示する作品を増やし、市民の
美術作品に触れる機会を創出していく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦小田原市立小中学校における水泳授業等
◦小田原市立小中学校施設　など

市が所蔵している美術作品の展示
公共施設等の有効活用は

　鈴木　敦子

　本市の認知症の方の人数は在宅介護実態調
査等からすると多い傾向にあり、介護をする

上での不安要素としても認知症状への不安が多い。
こうした現状に鑑みると、何とか認知症を減らせ
ないものかと考える。
　そこで認知症のリスク要因となる加齢性難聴へ
の対応として、補聴器購入費助成をすべきと考え
るが、本市の見解を伺う。

　加齢により聞こえが悪くなった高齢者に
とって、補聴器は一つの手段であるが、煩わ

しさ等から補聴器を装着しないことを選択する高
齢者も多い。また補聴器購入費助成を始める自治
体がある一方で、助成を終了した自治体もある。
　本市としては、助成の効果等、他市町の状況を
注視したいと考えており、現在、助成は考えてい
ない。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦メダカが生息する環境を守ること

「聞こえ」を良くして認知症予防
補聴器購入費の助成をすべき

田中　利恵子

　石垣山一夜城を訪れる度、野
の

面
づら

積みされた
石垣等から400年以上前の歴史の重みを感じ

ずにいられないが、建造物が一切ないこと等から
観光客の関心が今一つ向いていないように思う。
国指定史跡であるが故、制約もあると思うが、今
後の整備予定と史跡指定解除の可能性を伺う。

　史跡石垣山は、豊臣秀吉が築城した当時の
状況が残されているところに価値があると評

価されているが、時間の経過等により崩落の可能
性がある石垣が目立ってきているため、当面は石
垣の保全対策を進め、来場者の安全確保に努める。
　史跡指定解除の要件は、新たな調査等により事
実や価値の認識が変化しその価値を失った場合等
であるが、現状では文化財保護法に定められてい
る要件には当てはまらないと考えている。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦地域特性を生かした農産物の生産振興
◦映画「二宮金次郎」

国指定史跡である石垣山一夜城
整備予定と史跡指定解除の可能性は

　加藤　仁司

　現在、本市の戸別収集は登録制のサービス
であり、対象は65歳以上の方のみ、障がいの

ある方のみ、またはその両者のみでお住まいの世
帯が対象となっている。
　県内においては、複数の自治体が全世帯対象の
戸別収集を実施しているが、本市での実施に向け
た調査研究を行う考えはあるか伺う。

　本市では、ごみの運び出しが困難な高齢者
等を対象に重量のある古紙・布類の戸別収集

を実施しており、また自治会からの集積場所の新
設要望に随時対応している。収集経費の問題等か
らも、全世帯対象の戸別収集は現状では考えてい
ないが、ごみ排出困難者の増加が想定できるため、
高齢者等を対象とした戸別収集の対象品目拡大の
研究や試行等に取り組んでいく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦本市における附属機関の設置および運営状況等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

家庭ごみの全世帯対象の戸別収集
実施に向けた調査研究の考えは

　　篠原　弘
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≪HPVワクチンとその種類≫
　現在、日本国内で使用できるHPVワクチ
ンは、サーバリックス（２価HPVワクチン）、
ガーダシル（４価HPVワクチン）、シルガー
ド９（９価HPVワクチン）の３種類がある。
このうち、サーバリックスとガーダシルは定
期接種として公費で受けられる。

≪医療的ケア児≫

　医学の進歩を背景として、ＮＩＣＵ（新生
児特定集中治療室）等に長期入院した後、引
き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たん
の吸引や経管栄養等の医療的ケアが日常的に
必要な児童のこと。

●●用語解説●●

　ヒトパピローマウイルスを原因とする子宮
頸がんはワクチンで予防可能であり、定期接

種の対象でない９価ワクチン（HPVワクチン・
用語解説あり）について、独自に一部の費用を補
助する制度を開始している自治体もある。費用助
成により、９価ワクチンの接種促進を図るべきと
考えるが、見解を伺う。また男性にも疾病予防の
効果が認められているため、接種の助成を行うべ
きと考えるが、同様に見解を伺う。

　定期接種の対象でない９価ワクチンについ
ては、国がワクチンの有効性や安全性等の検

討を開始している。この検討状況は注視していく
が、市では予防接種法の定期接種に公費助成を行っ
ているため、現時点では費用助成は考えていない。
また同様の理由で男性の接種に対する費用助成も
考えていない。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦新型コロナウイルス感染症対策
◦本市職員の労働条件　など

子宮頸がんの予防のためのHPV
ワクチンの接種促進と費用助成は

　岩田　泰明

　医療的ケア児（用語解説あり）に対する
ショートステイのサービスは、医療的ケア児

がリハビリを受けられるとともに、保護者の心身
の休養等、家族支援の目的もあるが、受け入れ先
が少ないと聞いている。そこで県西地域において
医療依存度が高い医療的ケア児がショートステイ
等のサービスを受けることができる施設はあるの
か、またショートステイに当たって、保護者から
はどのような意見があるのか伺う。

　県西地域において受け入れを行っている施
設は２カ所である。ただし、身体障害および

知的障害を併せ持つ重症心身障害児であることが
条件となっており、全ての医療的ケア児が対象と
はなっていない。
　保護者からは、受け入れ施設や日数が少ない、
緊急時に利用できないといった意見がある。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦第６次小田原市総合計画の実行計画に伴う財政運営　　　　　　　　　　　　　　　　　 
◦小田原市の農業振興

医療的ケア児のショートステイ
その受け皿と保護者からの意見は

　安野　裕子

　ソーラーシェアリングは、農地に支柱等を
立て、その上部に太陽光パネルを設置し、太

陽光を農業生産と発電とで共有する取り組みであ
る。営農しながら農地の上部空間を有効活用でき
るというメリットがあるため、増加する荒廃農地
の再生利用にも期待されている。そこで耕作放棄
地対策の一つとして、ソーラーシェアリング導入
に対する本市の見解を伺う。

　本市では耕作放棄地の予防や解消のほか、
神奈川県農業公社と協力し、担い手へ農地を

集積する等の耕作放棄地対策を実施している。今
後も神奈川県と連携して幅広く耕作放棄地対策に
取り組んでいくが、営農型の太陽光発電であるソー
ラーシェアリングについても対策の一つとして認
識している。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦史跡小田原城跡の整備と活用

増加する耕作放棄地対策として
ソーラーシェアリングの導入は

　井上　昌彦
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　ヤングケアラー（用語解説あり）の実態お
よび実態調査については、昨年の６月定例会

においても複数の議員から一般質問が行われてい
る。それから１年が経過したが、実態調査の実施
状況とヤングケアラーの実態に対する市の認識に
ついて伺う。

　本市では昨年度、市内公立学校に通う小学
５年生および中学２年生、ならびに保護者を

対象に、子どもの生活実態調査を実施した。
　本調査は、ヤングケアラーに特化したものでは
なく、子どもの生活習慣や学習意欲、親の就労状
況や家計の状況など、生活全般について調査した
ものであるが、その調査で、児童生徒を対象に兄
弟姉妹や病気の家族・祖父母の世話をする時間を
尋ねる設問を設けたところ、家庭でケアを担って
いる子どもが一定数存在することが分かった。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦物価高騰から暮らしと営業を守るための対策

本市におけるヤングケアラー
実態に対する市の捉え方は

横田　英司

　脱炭素化の取り組みとして「４パーミル・
イニシアチブ」というものがある。これは、

全世界の土壌の炭素量を毎年1000分の４ずつ増や
していけば人間の経済活動によって増加する大気
中の二酸化炭素を実質ゼロにすることができると
いう考え方に基づき、2015年の国連気候変動枠組
条約締約国会議（ＣＯP21）において、フランス
政府が提案したものである。
　この取り組みについて、本市はどのように考え
ているのか伺う。

　地球温暖化を抑制するため、農業分野から
脱炭素化を目指す取り組みであると認識して

いる。地球温暖化対策にはさまざまな取り組みが
あるので、本市としては、まずは４パーミル・イ
ニシアチブの動向を注視していく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦本市の地域通貨
◦早川・片浦地域の活性化

農業分野からの脱炭素化
実現に向けた本市の考えは

　鈴木　美伸

　本市は観光PＲ事業としてeスポーツ（用
語解説あり）を活用し、どのような魅力を発

信していこうと考えているのか。またスポーツツー
リズムのように、eスポーツも大会を通しての誘
客が可能であると考えるが、今年度における大会
開催のスケジュールについて伺う。

　本市の観光振興のためには、若年層に向け
た誘客のコンテンツが必要であることから、

年代、性別、障がいの有無を超えて多くの人が楽
しめる特徴を持つeスポーツを、若者を呼び込む
ための新たな魅力として発信していきたい。
　誘客方法としては、大会などのイベント開催が
メインとなるが、小田原の特産物などと絡めたイ
ベント開催により、観光PＲも可能となる。今年
度は10月ごろに普及・定着のための体験会、令和
５年３月ごろには大会の開催を予定している。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦本市におけるデジタルアーカイブの取り組み
◦スポーツ振興

eスポーツを活用した魅力発信
誘客に向けた取り組みは

荒井　信一

≪eスポーツ≫
　「エレクトロニック・スポーツ」の略で、
電子機器を通じての競技全般であり、一般の
スポーツと同様にプレイヤーだけでなく多く
の観客が観戦することが大きな特徴である。
　北米や欧州、アジアではeスポーツが既に
興行として成立し、広範な経済波及効果もあ
り、幅広い年代において人気のコンテンツと
なっている。

●●用語解説●●

≪ヤングケアラー≫
　家族にケアを要する方がいる場合に、大人
が担うようなケア責任を引き受け、家事や家
族の世話、介護等を日常的に行っている18歳
未満の子どものこと。
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　子どもたちが、生きる力を養い、国際社会
の場などで活躍していくためには、教育施策

において「郷土愛」を育むことを盛り込んでおく
ことが大切だと考える。そこで児童生徒が郷土で
ある小田原を系統的に学ぶ時間があるのか伺う。

　本市では、教育委員会が発行している社会
科副読本を使い、小中学校を通して郷土につ

いての学習活動を系統的に行っている。小学３年
生では副読本「わたしたちの小田原」を使い、市
の地形・伝統工芸・地域産業等を学習し、４年生
では「二宮金次郎物語」を使い、地域の偉人につ
いて学んでいる。６年生では「北条五代物語」を
使い、戦国時代を中心に小田原の歴史に触れ、中
学校では、郷土読本「小田原」を使い、郷土の「自
然」「社会」「歴史・文化」について理解を深め、
郷土である小田原を系統的に学んでいる。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦真の女性活躍のための本市の課題
◦「シニアが輝くまち小田原」に対する本市の取り組み　など

将来を担う子どもたちに
「郷土愛」を育む教育施策を

　角田　真美

　美食のまちとして世界的に有名なスペイン
のサンセバスチャンは、バスク地方の料理の

レベルを維持、継続するための料理学校を設立し
たほか、街全体が伝統的な美食を守り、新たな美
食を作り、若手を育てる体制が育まれている。
　本市においてはどのように美食を守り、作り、
育てていくのか伺う。

　「（仮称）美食のまち小田原推進協議会」に
おいて、支援事業者とともにコンセプトを作

り、それを実現するための方策についても検討し
ていく。その内容としては、本市の豊かな農林水
産物等の地元食材を生かし、飲食店と一次産業を
連動させた販路開拓や消費拡大、新たな商品開発
に加え、若手料理人の育成や飲食事業の起業、出
店の支援といったことも想定される。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦職員の人材育成や評価制度

美食のまちづくりの実現
そのコンセプトや地元への支援は

　宮原　元紀

そ の 他 の 質 問
◦広域避難所の運営等
◦本市におけるいわゆる「道路族」の問題を解決すること

小田原地下街「ハルネ小田原」
車椅子等利用者への対応を

川久保　昌彦

そ の 他 の 質 問
◦市内農業生産基盤
◦地域の食材を学校給食で利用する取り組み

「機動戦士ガンダム」の富野由悠季監督
生誕の地としての想いは

　鈴木　和宏

　車椅子やベビーカーを利用する方にとって
は地上から小田原地下街「ハルネ小田原」へ 

容易に至ることが難しいと判断するが、 共生社会
実現の視点において現状の認識と、今後階段を一
部改良してエレベーターを設置する考えがあるか
見解を伺う。

　ハルネ小田原では、車椅子等を利用されている
方に配慮し、多目的トイレや授乳室を設置している。

　また、 地下街へ至る手段としてはラスカ小田原
等にエレベーターが２カ所設置されている。階段
の一部を改良した増設は、階段の幅員や避難距離
が法令に抵触する恐れがあることや、設置スペー
スの確保、施設への構造的影響などを考慮すると、
現状において短期的に対応することは難しい。今
後は駅前広場の隣接地における民間再開発等の動
向を見据えながら検討していく。

問

答

　新聞の特集記事に富野監督が取り上げられ
た。その内容は、子どもが見るからこそ全力

で作品づくりに取り組む姿勢等、ご本人にフォー
カスしたものであった。また全国８カ所で展覧会

「富野由悠季の世界」が開催されたが、これが小
田原でも開催できれば、市民の意識醸成や作品を
通じて貫かれている思想を知るまたとない機会と
なると考える。そこで市長の富野由悠季監督への
想いを伺う。

　世界のアニメ界に数多くの功績を残している
富野監督が小田原出身であることに誇りを感じ

ている。また作品の背景が小田原にあることも感慨
深く受け止めている。今後は富野監督個人と数々の
作品にスポットを当てた事業を展開し、本市独自の
アニメコンテンツを活かした誘客施策の推進と同時に、
多くの方にその功績を顕彰していく。

問

答
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一般質問・議場見学会等

　共生社会の形成に向けては、「障害者の権利
に関する条約」に基づくインクルーシブ教育

システムの理念が重要であり、その構築のため特
別支援教育を着実に進めていく必要があると考え
る。そこで本市における特別支援教育の今後の取
り組みについて伺う。

　教育委員会では、全ての児童生徒一人一人
の教育的ニーズに応じた適切な支援を行い、

児童生徒の健全な発達を促すことを目指している。
特別な支援を必要とする児童生徒に対しては、自
己の持つ能力や可能性を最大限に伸ばし、自立と
社会参加ができるよう、個々に適切な支援を行う
ことが重要である。このため教職員の指導力や専
門性の向上、個別支援員の適切な配置、就学相談
の充実等に引き続き努めていく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦健康寿命の延伸
◦災害から命を守る対策

共生社会の形成に向け
特別支援教育の着実な推進を

　池田　彩乃

　2021年６月に千葉県八
やちまた

街市で下校中の小学
生の列にトラックが衝突し、児童５人が死傷

した交通事故を受け、全国の市町村立小学校の通
学路について、教育委員会、学校、PTA、道路
管理者、警察等による合同点検が行われた。本市
において、この点検により確認された危険箇所の
数と、どのような対策が必要とされているのか伺
う。

　令和３年度に実施した合同点検により確認
された対策が必要な危険箇所は104カ所であっ

た。必要とされる対策は、路面標示等の設置や塗
り直しが77件、注意喚起等の看板設置が９件、ポ
ストコーンやガードパイプ等の設置が７件、パト
ロールの強化が２件、学校における交通安全教育
等による対応が５件、その他が４件であった。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦ 神奈川県議会議員選挙における南足柄市と足柄下郡の

合区　など

通学路の危険箇所
合同点検による確認状況と対策は

小谷　英次郎

前羽小学校による見学の様子 山王小学校による見学の様子

小学生を対象とした議場見学会（議会報告会）

　本市議会では、公益社団法人小田原青年会議所が行う、市内の中学生を対象とした「ジュニアハイスクール
議会」に協力します。本事業は中学生が事前の学習を経て最終的に議場において、小田原市長に質疑・提言を
行うものです。
　８月23日（火）のジュニアハイスクール議会当日に向けて、８月３日（水）には市議会議員が質問の作り方等
のアドバイスをしたり、議場見学を実施して、中学生が市長に提言を行うための準備のサポートも行います。

おだわら未来創造塾
〜 ジュニアハイスクール議会 ’22 〜

　令和３年度から、議会報告会の一つの形として小学生を対象とした議場見学会を行ってきました。令和４年
度は市役所から距離のある学校について、借り上げバスによる学校から市役所までの移送を試行することにし
ました。このことにより、交通上の課題により来場が困難であった学校への対応が可能となり、７月４日（月）
に前羽小学校、７月８日（金）に山王小学校の６年生が来場し、議場や関連施設の見学のほか、議員との質疑
応答を行いました。
　また、他にも見学を希望する学校が複数あり、10月以降の実施に向けて調整を行っています。
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☆次号の議会だより（令和４年11月１日発行予定）は、
　９月定例会の概要です。

９月定例会の予定
9／1㈭

本会議（第1日目）
提出議案等の説明

9／6㈫
本会議（第２日目）
議案に関する質疑など
議会広報広聴常任委員会

9／7㈬ 総務常任委員会

9／8㈭ 厚生文教常任委員会

9／9㈮ 建設経済常任委員会

9／15㈭
本会議（第３日目）
各常任委員長審査結果報告
議案等の採決、一般質問

9／16㈮
本会議（第４日目）
一般質問

9／20㈫
本会議（第５日目）
一般質問

9／21㈬
本会議（第6日目）
一般質問

9／22㈭

本会議（第7日目）
一般質問
決算認定案の説明など
決算特別委員会
議会広報広聴常任委員会

9／26㈪
決算特別委員会（書類審査・一般
会計）

9／27㈫
決算特別委員会（書類審査・一般
会計・特別会計・企業会計）

9／28㈬ 決算特別委員会（現地査察）

10／３㈪ 決算特別委員会（総括質疑、採決）

10／6㈭
本会議（第8日目）
決算特別委員長報告、議案等の採
決

全文は
こちら➡︎

議会改革検討委員会　中間答申の概要

　令和４年６月29日に、諮問事項のうち、結論に至っ
た３項目について中間答申を提出しました。
○�予算特別委員会・決算特別委員会の現地調査
　予算特別委員会現地視察：原則として実施しない
　決算特別委員会現地査察：現行のまま（必須）
○政務活動費手引きの見直し
　インターネット回線利用料・コピー機リース代に
按分率（50パーセント）を設定、上限額は設定しない。
○委員会におけるオンライン会議の導入
　重大な感染症の蔓延等、万が一の事態に備えて、
オンラインで開催できるよう準備を進めるべき。

本市議会議員の不祥事にあたり

　この度、俵鋼太郎議員が公然わいせつ罪の疑いで
逮捕されましたことは、大変遺憾であり、市民の皆
様をはじめ、多くの方々にご心配とご迷惑をおかけ
しておりますことについて、深くお詫び申し上げます。
　本市議会といたしましては、市民の皆様からの信
用と信頼を失墜させた今回の事態を重く受け止めて
おり、議会として取るべき対応を協議してまいります。
　私どもといたしましては、市民の皆様からの負託
に応えるべき市議会議員としての姿勢を正し、その
職責と立場を再認識したうえで、職務に努めてまい
りますので、皆様には、何卒ご理解を賜りますよう
お願い申し上げます。

� 小田原市議会議長　　大川　裕

より一層「開かれた議
会」を目指し、

今後も協議を継続


